
医療的ケア児及びその家族への支援

令和３年１１月２日（火）

富山県厚生部障害福祉課

資 料 ３



富山県：１２５人（R3.4現在）

出典：医療的ケア児の地域支援体制構築に係る担当者合同会議資料（令和元年10月11日）



① 圏域数（医療的ケア児支援体制整備するにあたって用い
ている圏域。例：二次医療圏、障害保健福祉圏域等）

４圏域

② 人口（令和３年７月1日現在） 1,028,146人

③ 在宅の医療的ケア児数（0～18歳）（令和３年４月末現在） 12５人

④
医療的ケア児支援のための協議の場
※都道府県又は政令市設置のもの（名称、事業
名）

富山県自立支援協
議会「重症心身障
害・医療的ケア部
会」

⑤ 医療的ケア児等コーディネーター養成研修修了者数 １０８人

⑥ 医療型短期入所事業所数（令和２年11月1日現在） ５事業所

⑦ 医療的ケア児に対して訪問診療を行う医療機関数 －

⑧
訪問看護事業所数（令和３年４月1日現在）
（うち19歳までの小児等の対応が可能とした訪問看
護事業所）※県高齢福祉課より

82事業所
（4６事業所）

⑨

看護師を配置している保育所等の割合（数）

（令和２年4月1日現在）
医療的ケア児に対応している保育所等の数
（令和３年4月1日現在）

５１％
（151/293か所）

６か所（６人）

⑩
公立の特別支援学校及び小・中学校における医療的
ケア児数（令和元年11月1日現在）

77人

⑪
公立の特別支援学校及び小・中学校における看護師
配置数（令和元年11月1日現在）

25人

⑫
公立の特別支援学校及び小・中学校における人工呼
吸器を使用している通学生数（令和元年11月1日現在）

10人

＊それぞれの項目について、公表できる最新の情報を記載１．基礎情報

高岡圏域

砺波圏域

富山圏域

新川圏域

厚生労働省主催 令和元年度医療的ケア児の地域支援体制構築に係る担当者合同会議
（令和元年10月11日開催） 資料をベースに作成



２．医療的ケア児支援のための取組概要 富山県

事業者を対象とした重症心身障害児（者）への支援方法や医療的ケアについての研修の実施。

重症心身障害児（者）で医療的ケアが必要な児（者）の受入れに必要な医療備品や施設改修に対して補助を実施。

医療・保健・福祉・教育・保育等の関係機関への助言・相談支援等を、県リハビリ病院・こども支援センターに委託して実施。

県において、医療・看護・保健・福祉・教育・保育等の関係者により構成された協議の場をもち、関係者間の情報共有や検討・協
議を進め、支援体制を構築。

在宅の重症心身障害児者や医療的ケア児者に対して支援を行う事業所の現状を把握し、今後の支援体制整備を検討するため
の基礎資料とすることを目的に実施。
【受入れ可能な事業所】訪問看護 50/82、居宅介護・重度訪問介護 19/117、障害児通所支援 39/118、生活介護 46/136、

短期入所（医療型） ５/５、（福祉型） 12/76

在宅の医療的ケア児（医療的ケアを日常的に必要とする０～19歳の子ども）の実数や生活状況、ニーズ等を調査し、在宅生活を
支える体制を検討するための基礎資料とすることを目的に実施。

国のカリキュラムに基づき支援者及びコーディネーターを養成。
【コーディネーター養成実績】相談支援事業所、市町村担当課（保健センター含む） 、医療機関など、計６０機関1０８人

○現在実施している取組

福祉（県障害福祉課）

重症心身障害児（者）等受入促進事業 Ｈ29～

重症心身障害児（者）在宅サービス提供体制整備促進事業 Ｈ24～

富山県医療的ケア児等支援センターの設置 Ｈ30～

医療的ケア児等支援者及びコーディネーター養成研修 Ｒ１～

医療的ケア児実態調査 Ｒ１

重症心身障害児者及び医療的ケア児者に係る地域資源調査 H30、R2

富山県自立支援協議会「重症心身障害・医療的ケア部会」 Ｈ30～



２．医療的ケア児支援のための取組概要 富山県

養成したコーディネーターや自治体職員が、事例検討等の研修を通じて、相互に連携・協力し、重症心身障害児者・医療的ケア児
者の支援体制構築やその強化を図る。
【R3.10.28実施予定】 参加者 ５５人程度（７自立支援協議会、医療・教育機関、庁内関係課から参加）
講義「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律の具体的運用を考える～今ある資源と情報から～」
事例紹介「保育・教育・保健・福祉や行政・民間の連携の実際」
各圏域ごとのグループワーク「相談窓口（案）の検討」

喀痰吸引等第３号研修の登録研修機関を対象に、医療的ケアが必要な方を対象とした研修受講費用を補助。
【実績（Ｒ２年度）】３人分 45千円の補助

医療的ケア児等の相互の交流、保護者相互の交流や相談、意見交換や福祉制度の学習等を行えるよう、医療的ケア児等の利用
実績のある障害児支援事業所２か所（県東部：魚津市立つくし学園、県西部：くるみ）において実施。交流会の開催中は、看護師、保
育士、介護職員等により医療的ケア児等をサポートする。
【実績（Ｒ２年度）】県東部： ３回実施 医療的ケア児 延べ１８人 家族等 延べ２６人参加

県西部： ２回実施 医療的ケア児 延べ１３人 家族等 延べ１４人参加 ※Zoomを活用しての開催

医療的ケア児等の地元の訪問看護ステーションで支援するために必要な実地指導料を助成
・助成額：５，０００円／３０分（１回の実地指導あたり上限１５，０００円、１人の医療的ケア児等につき原則として上限７５，０００円）

保育所等において医療的ケア児の受け入れを可能とするための体制整備を支援（看護師等の配置：5,320千円／施設 等）

○現在実施している取組②

福祉（県障害福祉課）

医療的ケア児等交流促進事業 Ｒ２～

医療的ケア児等訪問看護体制整備事業 Ｒ３～

医療的ケア児等コーディネーターフォローアップ研修 Ｒ２～

喀痰吸引等第３号研修（特定の者）受講推進事業 Ｒ２～

福祉（子ども支援課）

医療的ケア児保育支援事業 R３～



２．医療的ケア児支援のための取組概要 富山県

在宅で生活する医療的ケア児に対する医療提供体制を充実させるため、小児在宅医療従事者の育成を目的とした研修等に対
して補助を実施。

県型保健所（厚生センター等）にて個別ケア（市町村との同行訪問等）、療養相談会、関係機関との連絡会及び研修会等により
支援を実施。

富山県難病相談・支援センターに自立支援員を１名配置し、各種相談や支援を実施。

専門家等から構成する運営協議会及び校内委員会の設置、学校における的確な医療的ケア体制の点検・管理。
令和３年度は学校における医療的ケアガイドラインの策定について協議。

日常的に医療的ケアを必要とする児童生徒が在籍する特別支援学校に看護師を配置。看護師は、医師の指示書及び手順表に
従い医療的ケアを実施。

教員及び看護師等に、医療的ケアに関する知識・技能等の専門的資質向上のための研修を実施。
令和３年度は看護師を対象として実施。

○現在実施している取組③

保健（健康課）

小児慢性特定疾病の相談・支援 Ｈ26～

長期療養児ケア・ネットワーク事業 Ｈ９～

教育（教育委員会）

特別支援学校医療的ケア体制整備事業運営協議会の設置 Ｈ16～

特別支援学校の教員及び看護師等のための研修の実施 Ｈ16～

特別支援学校への看護師の配置 Ｈ16～

医療（県医務課）

医療的ケア児実習研修事業 Ｈ29～



7

出典：医療的ケア児の地域支援体制構築に係る担当者合同会議資料（令和元年10月11日）


